
　
国
が
進
め
て
い
る
医
療
費
抑

制
政
策
に
は
、
診
療
報
酬
に
よ

る
医
療
費
抑
制
と
医
療
提
供
体

制
改
革
に
よ
る
医
療
費
抑
制
の

こ
の
二
つ
の
面
が
あ
る
。
さ
ら

に
医
療
費
抑
制
策
に
よ
っ
て
公

的
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
限

り
縮
小
さ
せ
、
削
減
し
た
部
分

に
営
利
産
業
を
取
り
込
み
、
医

療
の
産
業
化
を
狙
っ
て
い
る
。

私
達
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
面
に

対
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
医
療
提
供
体
制
改
革
の
中
に

病
床
機
能
報
告
制
度
と
こ
れ
に

基
づ
く
地
域
医
療
構
想
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
川
上
の
改
革

で
あ
り
、
川
下
の
改
革
の
中
心

は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
で
あ
る
。
こ
の
川
下
の
受
け

皿
が
し
っ
か
り
構
築
で
き
て
い

な
け
れ
ば
、
医
療
提
供
体
制
改

革
は
完
結
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
地
域

の
診
療
所
を
巻
き
込
ん
で
の
医

療
提
供
体
制
の
再
編
、
改
革
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
担
い
手

と
し
て
国
は
総
合
診
療
専
門
医

を
考
え
て
お
り
、
総
合
診
療
専

門
医
を
「
か
か
り
つ
け
医
」
と

し
て
「
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ナ
ー
」

の
機
能
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
う
な
る
と
、「
ゲ
ー

ト
オ
ー
プ
ナ
ー
」
で
あ
る
総
合

診
療
専
門
医
の
偏
在
は
許
さ
れ

ず
、
適
正
配
置
が
行
わ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。『
保
健
医
療
2
0

3
5
』
で
も
「
将
来
的
に
、
仮

に
医
師
偏
在
が
続
く
場
合
に
お

い
て
は
、
保
険
医
の
配
置
・
定

数
の
設
定
や
、
現
在
の
自
由
開

業
医
制
・
自
由
標
榜
制
の
見
直

し
」
を
行
い
、「
総
合
的
な
診

療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
か

り
つ
け
医
」
を
「
す
べ
て
の
地

域
」
で
配
置
す
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、「
か
か
り
つ
け
医
」

を
受
診
し
た
場
合
に
患
者
負
担

に
「
差
を
設
け
る
」
と
い
う
提

案
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
医
療
を
支

え
て
き
た
、
国
民
皆
保
険
制

度
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
、
自
由

開
業
医
制
、
出
来
高
払
い
を
、

「
総
合
診
療
専
門
医
」
は
崩
壊

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま

た
新
専
門
医
制
度
も
専
門
医
の

取
得
、
更
新
の
厳
格
化
で
専
門

医
の
数
を
制
限
し
、
地
域
に
適

正
配
置
し
て
い
く
可
能
性
も
あ

る
。
国
は
こ
れ
ら
制
度
を
明
ら

か
に
医
療
費
抑
制
の
手
段
と
し

て
考
え
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、
社
会
的
に
も
経

済
的
に
も
国
か
ら
縛
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
開
業
医
と
い
う
立
場

か
ら
、
今
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
り
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、「
開
業
医

医
療
の
復
権
」
を
目
指
し
て
い

く
運
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

開
業
医
医
療
の
復
権
を

　
巨
費
を
投

じ
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
た

め
の
新
国
立

競
技
場
を
建
設
す
る
計
画
は
、

有
識
者
会
議
な
る
も
の
を
開
い

て
、
都
知
事
の
発
言
を
も
抑
え

込
み
、
だ
れ
も
異
論
を
論
ぜ

ず
、常
の
公
共
事
業
の
ご
と
く
、

責
任
も
あ
い
ま
い
の
ま
ま
、粛

々
と
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
幸
か
不
幸
か
、
い
わ

ゆ
る〝
戦
争
法
案
〞で
世
論
の
支

持
を
急
速
に
落
と
し
て
い
る
首

相
が
、
焦
り
も
あ
る
の
か
、
巨

費
へ
の
世
論
の
反
発
に
耳
を
傾

け
、
計
画
の
白
紙
撤
回
と
言
う

決
断（
？
）を
し
た
▼
こ
れ
だ
け

世
間
を
騒
が
せ
た
の
に
だ
れ
の

責
任
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
文

部
科
学
省
の
定
期
的
な
人
事
異

動
を
し
た
だ
け
で
、次
の
新
た

な
建
設
計
画
に
向
か
っ
て
突
き

進
み
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
競
技
場
の
予
定
整
備
費
用
も

高
騰
し
、
総
額
二
兆
円
と
い
う

話
も
と
び
だ
し
て
、
ど
う
な
る

こ
と
か
わ
か
ら
な
い
▼
川
内
原

発
で
は
、
世
論
は
そ
っ
ち
の
け

で
、
粛
々
と
再
稼
働
へ
の
準
備

が
進
ん
で
い
る
。
プ
レ
ー
ト
の

境
に
あ
り
常
に
そ
こ
で
の
巨
大

地
震
発
生
に
さ
ら
さ
れ
、
火
山

列
島
で
あ
る
日
本
の
あ
ち
こ
ち

で
火
山
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
の
に
で
あ
る
。西
ノ
島
の
よ

う
に
、人
の
住
む
と
こ
ろ
か
ら

遠
く
離
れ
て
、領
土
領
海
を
拡

大
し
て
く
れ
て
い
る
の
な
ら
い

い
と
し
て
も
、活
発
な
口
永
良

部
島
や
桜
島
・
諏
訪
之
瀬
島
な

ど
は
川
内
原
発
に
影
響
し
な
い

の
だ
ろ
う
か
。だ
れ
も
責
任
を
取

る
こ
と
な
く
す
す
む
の
で
あ
ろ
う

か
。年
金
情
報
の
漏
出
も
だ
れ

も
責
任
を
取
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。今
は
無
責
任
時

代
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 ︵
門
雀
庵
︶

新
年
度
に
あ
た
っ
て�

政
策
部
会

　
福
知
山
医
師
会
選
出
の
代

議
員
・
予
備
代
議
員
に
欠
員

が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と

も
な
い
京
都
府
保
険
医
協
会

選
挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
8
月
5
日

（
水
）

　
▽
締
切
日
時
＝
8
月
11
日

（
火
）
午
後
4
時

　
▽
定
員
＝
代
議
員
3
人
、

予
備
代
議
員
3
人

　

▽
任
期
＝
2
0
1
7
年

4
月
30
日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
　
補
選
の
公
示
福
知
山

　
協
会
も
参
加
し
て
い
る
医
療

人
「
戦
争
法
案
」
反
対
実
行
委

員
会
は
、
安
保
法
案
阻
止
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
京
都
の
す

べ
て
の
医
療
人
を
対
象
に
意
見

ポ
ス
タ
ー
運
動
を
展
開
。
会
員

各
位
に
も
賛
同
を
呼
び
か
け

た
。
締
切
日
の
7
月
31
日
現
在

で
賛
同
者
は
個
人
5
6
9
人
、

団
体
40
団
体
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
会
員
各
位
に
、
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
る
。

　
賛
同
い
た
だ
い
た
各
氏
の
名

前
を
掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、

本
紙
次
号
に
同
封
し
、
会
員
医

療
機
関
へ
お
届
け
す
る
予
定
。

「
い
の
ち
を
守
る
医
療
人
は
戦

争
法
案
に
反
対
」
で
あ
る
こ
と

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

各
医
療
機
関
で
の
掲
示
に
ぜ
ひ

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

安保法案に医療者反対!!
意見ポスター掲示にご協力を

安
保
法
案
の
衆
院
強
行
採
決
に
抗
議

法
案
の
撤
回
・
廃
案
を
求
め
る

　
怒
号
飛
び
交
う
中
、
自
民
、

公
明
両
党
は
7
月
15
日
、
安
全

保
障
関
連
法
案
に
関
す
る
衆
院

特
別
委
員
会
で
採
決
強
行
に
踏

み
切
り
、
16
日
に
は
衆
院
本
会

議
の
通
過
も
強
行
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
16
日

に
抗
議
声
明
を
発
表
。「
国
民

の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
」
こ

と
を
認
め
つ
つ
審
議
を
打
ち
切

る
安
倍
首
相
の
振
る
舞
い
を
批

判
。
大
半
の
憲
法
学
者
や
歴
代

の
内
閣
法
制
局
長
官
か
ら
の

「
違
憲
」
批
判
に
正
面
か
ら
答

え
ず
、
国
民
の
大
半
が
「
反

対
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
き

進
も
う
と
す
る
政
権
与
党
の
姿

勢
こ
そ
が
民
主
主
義
の
危
機
で

あ
り
、
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
追
及
。
立
憲
主

義
、
民
主
主
義
に
対
す
る
こ
の

暴
挙
に
断
固
抗
議
し
、
法
案
の

撤
回
・
廃
案
を
改
め
て
要
求
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
な
お
、
京
都
府
内
の
医
師
・

医
学
者
に
呼
び
か
け
た
「
安
全

保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
医
師
・
医
学
者
ア
ピ
ー
ル
」
賛
同

が
開
始
1
週
間
で
1
5
0
人
を

76
％
が
今
国
会
成
立
に
反
対

安
倍
内
閣
の
不
支
持
は
67
％

安
保
法
で
総
会
ア
ン
ケ
ー
ト

超
え
、
増
え
続
け
て
い
る
こ
と

も
付
言
し
た
。︵
6
面
に
関
連
︶

　
安
全
保
障
関
連
法
案
の
今
国

会
で
の
成
立
に
76
％
の
会
員
が
「
反
対
」
で
あ
り
、
67
％
が
安

倍
内
閣
を
「
支
持
し
な
い
」
こ

と
が
、
7
月
26
日
に
開
催
し
た

「
賛
成
」（
11
％
）、「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
賛
成
」（
10
％
）
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
内
閣
支
持

率
は
、「
不
支
持
」（
52
％
）
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
支
持
」

（
15
％
）
が
、「
支
持
」（
12
％
）

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
支

持
」（
15
％
）
を
上
回
っ
た
。

　
さ
ら
に
医
療
関
係
者
は
、

2
0
0
4
年
に
い
わ
ゆ
る
「
有

事
法
制
」
と
し
て
国
会
成
立
し

た
「
国
民
保
護
法
」
第
85
条

や
、「
自
衛
隊
法
」
1
0
3
条

に
基
づ
き
、「
武
力
攻
撃
事
態
」

に
際
し
、
住
民
や
傷
病
者
に
医

療
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
要
請

（
自
衛
隊
法
で
は
命
令
）
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
今
回
の
安
保

法
制
改
革
が
成
立
す
る
こ
と

で
、
日
本
が
米
軍
等
の
行
う
戦

争
に
参
加
す
る
可
能
性
が
高
ま

る
た
め
、
そ
う
し
た
事
態
が
よ

り
現
実
的
な
も
の
と
な
る
。
そ

の
認
知
度
は
、「
知
っ
て
い
る
」

が
67
％
、「
知
ら
な
い
」
が
30

％
で
あ
っ
た
。

協
会
の
第
68

回
定
期
総
会

の
出
席
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で

判
明
し
た
。

出
席
者
1
1

4
人
の
う

ち
、
1
0
5

人
が
回
答

（
92
％
）。
今

国
会
で
の
同

法
成
立
に
、

「
反
対
」（
62

％
）、「
ど
ち

ら
か
と
い
う

と
反
対
」

（
14
％
）が
、

 

副
理
事
長   

渡
邉 

賢
治

会員医療機関にお届けする予定のポスター

0 20 40 60 80 100（％）

その他 3%

反対　62%
賛成
11%

どちらかというと賛成 10%

どちらかと
いうと反対
14%

どちらかというと反対 14%

Now
Printing

安保関連法案を今国会で成立させることに
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主な内容

患
者
申
出
療
養
で
国
に
要
望�

（
2
面
）

支
援
診
等
の
要
件
見
直
し
を�

（
3
面
）

政
策
解
説
・「
病
床
削
減
」と
地
域
医
療
構
想�

（
4
面
）



　
任
期
満
了
に
伴
う
支
払
基

金
・
国
保
連
合
会
両
審
査
委
員
会
の
審
査
委
員
の
委
嘱
が
、
6

月
1
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

た
。
委
嘱
さ
れ
た
医
科
の
審
査

委
員
は
表
の
通
り
で
、
基
金
は

86
人
、
国
保
は
80
人
。

　
基
金
の
審
査
委
員
会
委
員
長

は
引
き
続
き
垣
内
孟
氏
（
再
・

内
科
）
が
、
副
委
員
長
に
西
村

秀
夫
氏
（
新
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

が
選
出
さ
れ
た
。

　
国
保
の
審
査
委
員
会
会
長
は

上
原
春
男
氏（
新
・
内
科
）が
、

副
会
長
に
は
坂
部
秀
文
氏

（
再
・
外
科
）、田
代
研
氏
（
新
・

内
科
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
両
審
査
委
員
の
任
期
は
、
い

ず
れ
も
17
年
5
月
31
日
ま
で
の

2
年
間
。

保団連 病院・有床診療所セミナー in京都
■主　催　全国保険医団体連合会　　　■開催協力　京都府保険医協会
■日　時　9月26日（土）18:30～21:00、27日（日）10:00～15:00
■会　場　ハートンホテル京都（中京区東洞院通御池上ル ☎075-222-1300）
　　　　　※地下鉄「烏丸御池」駅１番出口から徒歩約２分
■参加費　両日参加（１人10,000円）、１日のみ参加（１人 6,000円）
　　　　　※同一法人２人目以降は参加費が3,000円引きです

＊京都府保険医協会会員医師ご本人に限り、申込先着20人は参加費が無料!!

９月26日（土） 18 :30～21 :00
 ●基調報告　「入院医療をめぐる動きと対策」（18:30～19:00）
 ●記念講演　（19:00～21:00）
 　 「新段階の医療費抑制策と提供体制の改変
 ― 地域医療構想と地域医療連携法人にどのように対処すべきか ―」

 仏教大学社会福祉学部教授　岡﨑 祐司氏

９月27日（日） 10 :00～15 :00
 ●医療事故調査制度実施直前セミナー  （10:00～12:00）
 　「医療事故調査制度の留意点」 大阪弁護士会弁護士　長谷部 圭司氏、他
《ランチョンセミナー　12:05～12:50》
 ●様式 9 Excel表の利用方法と、よくある質問・対応の留意点
《分科会　13:00～15:00》
 ●病院分科会
　 「医事紛争事例ケーススタディ （仮題）」 京都府保険医協会副理事長　林　一資氏
　 「マイナンバースタート！― 医療の個人情報は守れるか （仮題）」
 京都府保険医協会副理事長　鈴木　卓氏
 ●有床診分科会
 　シンポジウム　「 どうして地域から有床診療所が消えるのか、地域に必

要な有床診療所を存続、発展させる道は何か」

申込・お問い合わせは、京都府保険医協会（☎075-212-8877、FAX075-212-0707）へ
（９月11日〆切　定員100人）

　
協
会
は
、
患
者
申
出
療
養
の
本
質
は
実
験
的
医
療
で
あ

り
、
安
全
性
の
担
保
等
が
ま
っ
た
く
な
い
と
指
摘
し
、
こ
の

制
度
創
設
に
反
対
の
姿
勢
で
臨
ん
で
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
健
康
保
険
法
改
正
法
が
成
立
し
、
中
医
協
で
患
者
申
出

療
養
の
細
目
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
第
6
回
定

例
理
事
会
で
慎
重
審
議
を
求
め
る
要
望
を
採
決
。
安
倍
首

相
、
塩
崎
厚
労
相
、
田
辺
中
医
協
会
長
、
中
医
協
委
員
あ
て

に
要
望
書
を
送
付
し
た
。
以
下
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

患
者
申
出
療
養
制
度
を
議
論
す
る
に

あ
た
っ
て
の
要
望

　
去
る
５
月
27
日
患
者
申
出
療

養
新
設
が
盛
り
込
ま
れ
た
健
康

保
険
法
改
正
法
が
成
立
し
、
中

医
協
で
そ
の
細
目
の
議
論
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
は
か

ね
が
ね
こ
の
新
た
な
保
険
外
併

用
療
養
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
乏

し
い
、
ま
た
は
無
い
実
験
的
医

療
で
あ
る
本
質
か
ら
、
慎
重
審

議
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
主
旨
は
国
会
審
議
の
場
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
附
帯
決
議

と
い
う
形
で
法
律
に
反
映
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
の
重
み
を

充
分
受
け
止
め
た
今
後
の
中
医

協
で
の
議
論
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
中
で
も
我
々
は
、
患
者
申
出

療
養
の
実
施
医
療
施
設
認
可
と

そ
れ
を
審
査
す
る
上
級
機
関

（「
患
者
申
出
療
養
に
関
す
る
会

議
」・
臨
床
研
究
中
核
病
院
等
）

の
厳
正
性
・
公
正
性
・
透
明
性

が
担
保
さ
れ
、
実
際
の
治
療
内

容
の
審
査
・
認
定
に
お
い
て
は

附
帯
決
議
で
謳
わ
れ
た
「
人
を

対
象
と
し
た
医
学
的
研
究
に
関

す
る
倫
理
指
針
（
以
下
倫
理
指

針
）」
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

認
抗
癌
剤
投
与
と
は
、
治
験
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
高
齢
者
・

若
年
者
や
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
へ

も
抗
癌
剤
を
拡
大
投
与
す
る
危

険
性
を
伴
う
〝
治
験
〞
で
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
は
途
中
減
量

や
中
断
の
可
能
性
が
高
く
、
そ

の
場
合
そ
の
症
例
が
脱
落
例
扱

い
ま
た
は
報
告
例
数
か
ら
削
除

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
エ
ビ
デ

ン
ス
の
蓄
積
に
関
与
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
保
険
収
載
に

結
び
つ
か
な
い
可
能
性
の
高
い

治
療
計
画
は
承
認
し
な
い
取
り

扱
い
を
明
記
す
べ
き
と
要
望
し

ま
す
。

　
ま
た 「
患
者
申
出
療
養
と
し

て
初
め
て
の
医
療
」
を
保
険
収

載
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
す
る
に
は

症
例
数
集
め
等
々
に
多
大
な
困

難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

斟
酌
し
て
も
な
お
患
者
申
出
を

起
点
と
す
る
原
則
に
則
っ
た
上

で
、
恣
意
性
を
排
し
た
先
進
医

療
Ｂ
と
同
等
の
厳
正
な
承
認
審

査
基
準
を
要
件
と
し
、
要
件
を

満
た
さ
な
い
申
請
は
却
下
す
べ

き
取
り
扱
い
規
定
の
明
記
を
要

望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
患
者
申
出
療
養
の

承
認
に
は
研
究
計
画
書
以
外
に

も
「
倫
理
指
針
」
に
則
っ
た
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

（
ま
た
は
ア
セ
ン
ト
）
の
実

施
、
男
女
両
性
・
外
部
委
員
を

入
れ
た
倫
理
委
員
会
に
よ
る
審

査
、
治
療
結
果
の
遅
滞
な
き
公

表
等
々
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
「
倫
理
指
針
」
の
全
項

目
を
満
た
し
実
行
可
能
な
実
施

医
療
施
設
は
限
定
さ
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
な
お
そ
の
個
々

の
承
認
に
は
書
面
審
査
の
み
に

頼
ら
な
い
、
実
態
の
正
確
な
調

査
・
把
握
の
上
で
の
審
査
を
行

う
規
定
と
す
べ
き
で
す
。
ま
た

承
認
・
施
行
後
の
監
視
・
勧

告
・
取
下
げ
を
可
能
に
す
る
仕

組
み
も
必
須
で
あ
る
と
要
望
し

ま
す
。

　
我
々
は
、
国
民
の
医
療
要
求

に
応
え
る
様
々
な
新
し
い
治
療

法
の
有
効
性
を
検
証
し
、
安
全

性
を
担
保
し
な
が
ら
保
険
収
載

に
導
く
道
は
治
験
や
先
進
医
療

Ａ
・
Ｂ
が
本
筋
と
主
張
し
て
き

ま
し
た
。
普
遍
性
に
乏
し
い

〝
私
的
〞
治
療
法
等
の
医
療
的

行
為
に
公
費
と
高
額
の
患
者
自

己
負
担
が
注
が
れ
続
け
る
こ
と

は
、
国
民
医
療
保
険
制
度
の
根

幹
を
破
壊
す
る
も
の
と
危
惧

し
、
反
対
し
ま
す
。
さ
ら
に
患

者
申
出
が
起
点
と
い
う
理
由
で

患
者
の
安
全
性
や
万
が
一
の
有

害
事
象
発
生
時
の
十
分
な
対

応
・
保
障
が
担
保
さ
れ
な
い
状

況
下
で
は
患
者
申
出
療
養
は
認

め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し

て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　
　
　
　
7
月
28
日

　

 

第
6
回
定
例
理
事
会

人
対
象
の
研
究
倫
理
指
針
遵
守
の
徹
底
を

 
安
全
性
担
保
な
い
患
者
申
出
療
養
に
反
対

　
治
療
内
容
認
可
は
保
険
収
載

を
目
指
す
も
の
に
限
定
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の
要
件

で
す
が
、
そ
の
際
個
々
の
症
例

の
個
別
承
認
と
な
る
た
め
、
研

究
計
画
書
の
適
格
性
検
討
が
極

め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
治
験
対
象
外
患
者
へ
の
未
承

基
金
審
査
委
員
長
に
垣
内
氏

国
保
審
査
会
長
は
上
原
氏

審
査
委
員
が
改
選

専門科 診療担当者代表 保険者代表 学識経験者

支
　
払
　
基
　
金

内 科 安達　秀樹 江村　正仁 大藪　　博
稲掛　英男 玄　　泰行 長村　吉朗
井本　雅美 小林　正夫 ◎垣内　　孟
沖　　映希 佐藤　克明 勝目　　紘
角水　正道 田上　哲也 久米　典昭
北川　　靖 長谷川剛二 佐々木義行
林　　理之 早川　道雄 田代　　博
政　孝明 林　　英夫 谷村　仲一

若林　正之 三尾　直士 古川　啓三
☆馬本　郁男 山下　浩平 山内　　知
☆出木谷　寛 吉田　　章 山口　恭平
☆余みんてつ 吉田　憲正 横江　信義

吉波　尚美
精 神 科 東前　隆司 清水　達夫
小 児 科 藤田　克寿 木﨑　善郎 天満　真二

若園　吉裕
外 科 濱島　高志 天谷　文昌 高橋　俊三

古家　敬三 池田　　義 竹中　　温
峯松　壮平 糸井　啓純 野見山世司
水谷　　均 伊林　範裕 福州　　修
山木　垂水 神田　圭一
☆曽我部俊大 能見伸八郎

矢部　正治
大和　俊夫

整 形 外 科 小室　　元 日下部虎夫 岩田　啓史
鈴木　雅清 吉岡　慎二 菱本　　修
高田　秀彰 中嶋　　毅

皮 膚 科 新屋　明美 松木　正人
泌 尿 器 科 青木　　正 野々村光生
産 婦 人 科 井田　憲司 堀江　克行 山下　　元

井上　卓也
大坪　一夫

眼 科 久山　　元
原山　憲治
松田　敏央
松本　康宏

耳鼻咽喉科 ☆牛嶋　千久 出島　健司 児嶋　久剛
○西村　秀夫

専門科 保険医代表 保険者代表 公益代表

国
　
保
　
連
　
合
　
会

内 科 和田　成雄 馬場　満男 ◎上原　春男
鈴鹿　隆之 中埜　幸治 尾崎　信之
坂口　佳司 中嶋　俊彰 中島　悦郎
佐々木善二 島崎　千尋 小川　　直
山下　直己 北村　　誠 小西　正昭
小野　晋司 河野　義雄 ○田代　　研
神田益太郎 安田健治朗 畑　　雅之
長坂　行雄 勝島　慎二 藤村　　聡
松原　欣也 原　　　洋 松本　恒司

☆山本　康正 澤　　美彦 西村俊一郎
☆川上　　明 ☆小林　　裕 牧山　　武

☆正木　元子 関　　　透
浅野　麻衣

☆谷口　洋子
☆滝　　智彦
☆十倉　孝臣

精 神 科 中嶋　章作 南部　知幸
小 児 科 川勝　秀一 栗山　政憲

東道伸二郎
外 科 武内　俊史 柴垣　一夫 垣田　清人

北浦　一弘 土屋　宣之 ○坂部　秀文
薄井　裕治 齋藤　信雄 角山　正博
野原　丈裕 髙橋　章之
田村　耕一 山本　栄司

中原　功策
前田　武昌

整 形 外 科 藤田　隆生 田中　千晶 内田　寛治
橋本　秀輝 奥田　良樹
岩下　靖史 ☆玉井　和夫

皮 膚 科 松井　美萌 小西　啓介
泌 尿 器 科 飛田　収一 北村　浩二

近藤　守寛
山﨑　　悟

産 婦 人 科 岩破　一博
越山　雅文

眼 科 西嶋　一晃 ☆溝部　惠子 中島　正之
☆佐々本研二

耳鼻咽喉科 村上　匡孝 ☆髙木　伸夫

◎基金委員長、国保会長　○基金副委員長、国保副会長　☆新任審査委員（順不同・敬称略、基金・国保とも歯科審査委員を除く、2015年 6 月１日現在）

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 8 月 5 日第 2 9 3 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



　
協
会
は
、
2
0
1
4
年
度
第

2
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
を
5
月
30
日
に
開
催
し

た
。
委
員
会
で
は
、「
医
療
保

険
制
度
改
革
・
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
等
に
関
わ
る
厚
労
省
交

渉
の
結
果
報
告
と
今
後
の
課

題
」
な
ら
び
に
「『
地
域
ケ
ア

会
議
』
へ
の
対
応
状
況
と
『
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』」
を

テ
ー
マ
に
協
会
か
ら
情
報
提
供

し
、
意
見
交
換
し
た
。
地
区
か

ら
14
人
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
2

人
、
協
会
か
ら
8
人
が
出
席

し
、
岡
田
楯
彦
代
議
員
会
議
長

の
司
会
で
進
行
し
た
。

　
協
会
は
3
月
17
日
、
厚
生
労

働
省
に
「
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
案
に
つ
い
て
の
意
見
と

質
問
」「
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
の
算
定
要
件
お
よ
び
7
種
類

以
上
の
内
服
薬
投
薬
を
行
っ
た

場
合
の
算
定
制
限
に
関
す
る
要

請
書
」
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
提
出
、
交
渉
し
て
改
善
を

要
請
し
た
（
第
2
9
2
6
号
既

報
）。
こ
の
運
動
に
つ
い
て
報

告
の
後
、
委
員
か
ら
の
意
見
を

求
め
た
。

　
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
減

点
を
実
際
に
経
験
し
た
委
員
か

ら
は
、
個
々
の
患
者
が
連
絡
な

く
他
院
に
入
院
し
た
場
合
、
把

握
し
管
理
す
る
の
は
難
し
い
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
高
齢
者
や
糖
尿
病
患
者
等

へ
の
投
薬
は
す
ぐ
に
7
種
類
以

上
に
な
り
や
す
く
、
医
療
費
を

抑
制
し
た
い
と
考
え
る
厚
労
省

側
と
実
際
の
医
療
現
場
で
の
ズ

レ
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
現
場
の
声
を
制
度
に
反
映
し

て
い
く
た
め
に
、
今
後
は
保
団

連
や
全
国
の
協
会
に
も
働
き
か

け
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
も
出

さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
7
種
類
以
上
の
内

服
薬
を
投
薬
し
た
場
合
の
算
定

制
限
に
よ
る
医
療
費
削
減
効
果

の
根
拠
は
不
明
確
で
あ
り
、
医

師
の
処
方
権
侵
害
に
も
あ
た
る

と
の
立
場
を
再
表
明
し
た
。
必

要
な
医
療
や
薬
の
処
方
が
受
け

ら
れ
な
い
状
況
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
改
善
を
厚
労

省
に
求
め
て
い
く
こ
と
を
示
し

た
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
問
題

に
つ
い
て
は
全
国
的
な
取
り
組

み
と
し
て
い
く
こ
と
が
保
団
連

で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
医
療
保
険
制
度
改
革
に
つ
い

て
は
、
患
者
申
出
療
養
に
関
す

る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
先
進

医
療
の
審
査
期
間
が
短
く
な

り
、
安
全
性
の
不
安
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
有
害
事
象
が

生
じ
た
場
合
の
責
任
を
自
己
責

任
と
し
て
患
者
に
押
し
つ
け
ら

れ
か
ね
な
い
と
不
安
の
声
が
挙

へ
の
対
応
状
況
と
『
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』」
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
地
区
で
こ
れ
か
ら

体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
く
段
階

と
い
う
現
状
が
う
か
が
え
た
。

ま
た
、
制
度
の
内
容
等
に
つ
い

て
の
疑
問
や
不
安
を
指
摘
す
る

意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。
今
後

の
見
通
し
が
分
か
り
に
く
い
状

況
か
ら
、
当
該
自
治
体
等
と
医

師
会
が
い
か
に
連
携
で
き
る
か

が
重
要
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま

た
、
現
在
在
宅
に
関
わ
る
医
師

や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
、

今
後
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
挙

げ
ら
れ
た
。

　
協
会
と
し
て
は
、
地
区
医
師

会
に
よ
り
事
情
が
異
な
る
た

め
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
心
と

な
る
行
政
が
ど
の
よ
う
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
に
注

目
し
て
い
き
、
ま
た
現
場
の
医

師
が
ど
の
よ
う
に
地
域
ケ
ア
に

関
わ
っ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。

保
険
診
療
縮
小
の
動
き
を
危
惧

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
で
意
見
交
換

　
2
0
1
4
年
度
改
定
以
降
、

強
化
型
連
携
型
在
宅
療
養
支
援

病
院
・
診
療
所
（
支
援
診
等

2
）
の
医
療
機
関
数
が
減
少
し

て
い
る
。
14
年
度
改
定
で
要
件

が
厳
格
化
し
た
こ
と
に
起
因
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
協
会
は

当
初
よ
り
そ
の
数
の
推
移
を
注

視
し
て
き
た
。
連
携
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
き
た
在
宅
医
療
の
基

盤
が
弱
ま
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
下
図
は
、
14

年
度
改
定
前
後
の
京
都
府
内
に

お
け
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

お
よ
び
在
宅
療
養
支
援
病
院

（
以
下
、
支
援
診
等
）
の
数
の

推
移
で
あ
る
。

　
支
援
診
等
2
は
、
12
年
度
改

定
で
新
設
さ
れ
た
。
①
医
師
3

人
要
件
の
ほ
か
、
②
緊
急
の
往

診
実
績
お
よ
び
看
取
り
実
績
の

要
件
が
求
め
ら
れ
た
が
、
複
数

の
連
携
医
療
機
関
（
10
件
未

満
）
全
体
で
満
た
す
こ
と
で
も

よ
い
と
さ
れ
た
。

め
ら
れ
、
で
き
な
け
れ
ば
、
支

援
診
等
3
（
強
化
型
以
外
の
支

援
診
等
）
へ
の
区
分
変
更
、
ま

た
は
支
援
診
等
の
取
り
下
げ
の

届
出
が
必
要
と
な
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
結
果
、
14
年
度
改
定
前

と
比
較
す
る
と
、
15
年
5
月
時

点
で
は
支
援
診
全
体
で
5
医
療

機
関
が
減
少
し
た
。
支
援
診
2

に
限
っ
て
は
27
医
療
機
関

（
30
・
3
％
）
減
少
し
た
。
そ

れ
ら
の
多
く
は
、
支
援
診
3
へ

区
分
変
更
し
、
若
干
数
は
支
援

診
の
届
出
を
取
り
下
げ
た
と
推

測
さ
れ
る
。一
方
、支
援
病
全

体
で
は
、3
医
療
機
関
増
加
し

た
が
、
支
援
病
2
で
は
2
医
療

機
関
減
少
し
た
。

　
14
年
度
改
定
は
在
宅
医
療
を

行
う
医
療
機
関
の
数
を
増
や
す

と
い
う
政
策
が
大
き
く
転
換
さ

れ
た
と
言
え
る
。
一
方
、「
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
が
目

指
す
2
0
2
5
年
に
向
け
て
の

医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
、
そ

し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
る
た
め
、
在
宅
医

療
の
充
実
は
重
点
課
題
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
診
療
報
酬

に
お
い
て
も
、
入
院
患
者
の
在

宅
復
帰
率
に
対
す
る
評
価
が
新

設
さ
れ
た
り
、
在
宅
や
施
設
か

ら
の
救
急
患
者
受
け
入
れ
の
加

算
が
付
く
な
ど
、
在
宅
医
療
と

の
連
携
へ
の
評
価
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
支

援
診
等
の
数
で
今
後
、
さ
ら
に

必
要
と
さ
れ
る
在
宅
医
療
を
過

不
足
な
く
供
給
で
き
る
の
か
甚

だ
疑
問
だ
。
他
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
在
宅
医
療
を
成

り
立
た
せ
る
医
療
機
関
、
少
し

で
あ
っ
て
も
在
宅
医
療
を
提
供

し
よ
う
と
す
る
医
療
機
関
も
含

め
、
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療

機
関
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。
連
携
に
よ
り

在
宅
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機

関
の
裾
野
が
広
が
れ
ば
、
病
診

支援診等２における経過措置と医療機関数推移

類　型 2014年
3 月

2014年
7 月

2014年
11月

2015年
5 月

支援診 1（強化型単独型） 1 2 2 2
支援診 2（強化型連携型） 89 90 70 62
支援診 3（強化型以外） 244 242 252 265
支援診 3のうち実績型 ― 31 37 37

支援診　合計 334 334 324 329
支援病 1（強化型単独型） 3 3 3 4
支援病 2（強化型連携型） 12 13 11 10
支援病 3（強化型以外） 6 6 8 10
支援病 3のうち実績型 ― 0 0 0

支援病　合計 21 22 22 24

（近畿厚生局HPより京都府保険医協会調べ）

2014年 9 月末
（直近 6カ月で①連携医療機関
全体の実績＋②各医療機関で緊
急の往診 2件以上、看取り１件
以上の実績必要）

要件導入前

2015年 3 月末
（直近１年間で①連携医療機関
全体の実績＋②各医療機関で緊
急の往診 4件以上、看取り 2件
以上の実績必要）

在宅医療連携の推進には要件見直しが急務

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
患
者
申
出

療
養
の
拡
大
で
、
保
険
診
療
が

縮
小
し
て
い
く
こ
と
へ
の
懸
念

の
声
も
聞
か
れ
た
。

ご加入のご案内～３つのコースから選択できます！

京都府保険医協会会員のみなさま

取 扱 代 理 店  有 限 会 社 アミス引受保険会社 三井住友海上火災保険株式会社

理事長挨拶
京都府保険医協会　理事長　垣田 さち子　拝 啓　会員の皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて京都府保険医協会では、医療従事者にとって身近なリスクである「針刺し事故」に対しての
「見舞金補償プラン」を２種類（補償制度費用保険と団体傷害総合保険）発足させております。保険制度は、会員医療機関の従業員が業務上の「針刺し事故」に
よってＢ型肝炎を発病、あるいはＨＣＶウイルス・ＨＩＶウイルスに感染した場合に、医療機関が自
院の災害見舞金規定に基づいて事故に遭った従業員に見舞金を給付することをお手伝いする制　また、本制度は、京都府保険医協会と三井住友海上火災保険株式会社が独自に検討を重ね、
従業員のみならず、院長も給付の対象としました（ただし、従業員の加入が必要）。
　業務上のリスクを補償し、従業員の福利厚生の向上にお役に立つものと確信いたします。

、ご加入を検討いただき、多くの会員にご利用いただけるようご案内いたし　詳細につきましては、取扱代理店である有限会社アミスの職員および三井住友海上火災保険
株式会社の職員がご説明に伺いますので、京都府保険医協会事務局までご連絡ください。
　なお、団体傷害総合保険につきましては、別途専用パンフレットにてご確認ください。

敬 具　
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本号に案内パンフレットを同封しています。ぜひご覧下さい。

取 扱 代 理 店  有 限 会 社 アミ引受保険会社 三井住友海上火災保険株式会社

　さて京都府保険医協会では、医療従事者にとって身近なリスクである「針刺し事故」に対しての
「見舞金補償プラン」を２種類（補償制度費用保険と団体傷害総合保険）発足させ
　本パンフレットでご案内する保険制度は、会員医療機関の従業員が業務上の「針刺し事故」に
よってＢ型肝炎を発病、あるいはＨＣＶウイルス・ＨＩＶウイルスに感染した場合に、医療機関が自
院の災害見舞金規定に基づいて事故に遭った従業員に見舞金を給付することをお手伝いする制
度です。
　また、本制度は、京都府保険医協会と三井住友海上火災保険株式会社が独自に検討を重ね、
従業員のみならず、院長も給付の対象としました（ただし、従業員の加入が必要
　業務上のリスクを補償し、従業員の福利厚生の向上にお役に立つものと確信いたします。
ぜひこの機会に、ご加入を検討いただき、多くの会員にご利用いただけるようご案内いたし

ます。
　詳細につきましては、取扱代理店である有限会社アミスの職員および三井住友海上火災保険
株式会社の職員がご説明に伺いますので、京都府保険医協会事務局までご連絡ください。
　なお、団体傷害総合保険につきましては、別途専用パンフレットにてご確認ください。

申込締切日
毎月10日

①院長についても給付対象者に!! ＊ 従業員の加入が前提です。
②手術中の血液飛散による吸入事故も対象に!!
③ 見舞金の給付を受けた後でも、再度の針刺し事故で別の感染症に感染
または発病した場合も、給付の対象に!!
④保険料は確定方式!!面倒な精算手続きはございません。
　＊ 保険料は労災保険申請人数で算出いたします。所定の通知書にてご通知下さい。

身近なリスクの備えに

「針刺し事故感染症
　　　見舞金補償プラン」

（補償制度費用保険特約セット型約定履行費用保険・三井住友海上取扱い）

ここに注目！ ４つのポイント!!
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各テーマごとで活発な意見交換を行った委員会

　京都クレジットサービス㈱と提携している
ゴールドカードは、京都府保険医協会の会員
は個人・家族・法人カードとも年会費は永久
無料です。
　また、有利な特典も備えております。ぜひ
ご入会をご検討下さい。
※ 本号に同封している申込書は個人カード用で
す。法人カード（個人診療所も可）の申込書
が必要な場合は、協会・経営部会までご連絡
下さい。

DCゴールドカードのご案内

年会費
永久無料
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政府が「病床15万減」要請報道の衝撃
　６月中旬、政府が2025年を目指して「病床15万減」
を要請と各紙が報じた。16日の京都新聞は「ベッドが
過剰だと不必要な入院や長期療養が増えて医療費がか
さみやすい」から「病床の地域格差を是正」し「医療
費の抑制」を進めるねらいと報じた。
　根拠は、首相官邸直轄の「医療・介護情報の活用に
よる改革の推進に関する専門調査会」（以下、専門調
査会。第５回６月15日開催、座長・永井良三自治医科
大学学長）の「第１次報告」である。
　既に国が３月に通知した「地域医療構想策定ガイド
ライン」には、「医療需要に対する医療供給を踏まえ
た病床の必要量（必要病床数）」の推計方法が示され
ていた。その推計方法で弾き出されたのが今回の「必
要病床数」である。

経済財政諮問会議の意向を受けた作業
　専門調査会は、社会保障制度改革プログラム法
（2013年）に基づき、内閣に設置された「社会保障制
度改革推進本部」の下に作られた。2014年４月22日、
麻生財務大臣は都道府県ごとに「合理的かつ妥当な医
療需要を前提とした支出目標を設定」し、「医療費を
適正化する」仕組みを提案した。同日、安倍首相も
「麻生財務大臣からの提案を含め、ＩＣＴによる地域
横断的な医療介護情報の活用については、国や都道府
県ごとの医療費の水準の在り方を含め、社会保障・税
一体改革担当大臣において、関係大臣と協力して、有
識者の知見を活かしつつ、その具体化に向けた検討」
をと指示した。
　この経過を受け、専門調査会は支出目標設定に向け
た協議を重ねてきた。第１次報告が示した必要病床数
は「合理的かつ妥当な医療需要」とそれに対応する
「供給体制」の姿を示したということになる。

病床削減 
国は最大19万８千床　府は９百床

　「地域医療構想ガイドライン」は、「2025年における
病床の機能区分ごとの医療需要（推計入院患者数）
は、構想区域ごとの基礎データを厚生労働省が示し、
これを基に都道府県が構想区域ごとに推計する」とし
ている。今回示された数字は、その「基」となるもの
とみられる。
　報告書は、全国推計を（図１）のとおり示す。
　2025年段階で「４つの医療機能（注：高度急性期・
急性期・回復期・慢性期）の医療機能を担う必要病床
数の合計は、地域ごとに推計した値を積み上げると、
115万床～119万床」。「機能分化等をしないまま高齢化
を織り込んだ場合：152万床程度」、「（目指すべき姿）
115万床～119万床程度」。「高度急性期13万床」「急性
期40.1万床」「回復期37.5万床」「慢性期24.2万床～
28.5万床」。病床数全体でいうと2013年の134万6,900

床から最大約15万床の削減となる。「慢性期」に幅が
あるのは、３パターンの推計方法があるためである。
　京都府は、13年時点の一般23,900床・療養6,400床
の合計30,300床（14年医療施設調査による）に対し、
「2025年の必要病床数」は、高度急性期3,200床、急性
期9,500床、回復期8,500床、慢性期は8,100床～8,700床
で、合計29,400床～29,900床と推計した※1。

国が病床数を示すこと自体が 
都道府県を追い込む

　二つの問題が指摘できる。
　一つは、政権が医療費抑制の立場にある以上、国が
「病床数」を示すことが地域医療に「負」の影響を及
ぼすということだ。大幅な病床削減を示された都道府
県や地域の医療者の動揺は大きいであろう。医療計画
による基準病床数も医療費抑制策であり、計算式は国
が示してきた。だが、必ずしも都道府県は医療計画を
医療費抑制のために策定したわけではない。むしろ策
定作業を契機に、医療保障の前進を図ろうとしてき
た。しかし国がトップダウンで「機能別病床数」を示
し、その枠内での提供体制構築を求めると、都道府県
の主体的判断の余地は狭まる。
　まして、都道府県は一方で国保の財政を睨み、医療
費適正化計画で「医療費支出目標」を課せられる立場
になっているのであり、いよいよ地域医療構想を医療
費抑制目的で策定する他ない事態に追い込まれること
になる。

報告書の推計方法で医療需要が計れるのか？
　二つ目は、報告書の推計方法で導き出された医療需
要はどの程度正しいのか、である。
　今回の医療需要推計では「医療資源投入量」なる新
たな概念が採用された。これは「患者に対して行われ
た診療行為を、１日あたりの診療報酬の出来高点数
（入院基本料相当分およびリハビリテーション料の一
部を除く）で換算した額」であり、ＮＤＢのレセプト
データおよびＤＰＣデータ等から導き出されている。
つまり医療資源投入量＝保険点数の高低の実績から、
各医療機能を分別（ex.○点以上なら「高度急性期」
というように）し、将来の「需要」を導き出している。
　高度急性期と急性期の「境界」は3000点。急性期と
回復期の「境界」は600点。回復期と慢性期の「境界」
は225点に設定しつつ、「在宅復帰に向けた調整を要す
る幅をさらに見込み」175点で区分する※2。以上の境
界区分を設けた上で、人口構造等を勘案し、「一定の
仮定を置いて」、「2025年における医療機能ごとの医療
ニーズ（１日あたりの入院患者数）を算出し、機能別
に病床稼働率（注：高度急性期75％、急性期78％、回
復期90％、慢性期92％）で割り戻して、医療機能別の
病床数の必要量」を推計したのが、今回示された「推
計値」である。

慢性期の推計方法と地域包括ケアシステム
　慢性期機能の医療需要の推計方法はいっそう誘導的
で、慢性期病床の刈り込みに力点が置かれている。
　病床機能報告制度では慢性期機能を次のように定義
している。「長期にわたり療養が必要な患者を入院さ
せる機能。長期にわたり療養が必要な重度の障害者
（重度の意識障害者を含む。）、筋ジストロフィー患者
又は難病患者等を入院させる機能」。つまり、慢性期
機能を担う病床とは療養病床だけではない。慢性期の
需要推計にあたっては、障害者施設等入院基本料や特
殊疾患病棟入院医療管理料の算定患者も対象となる。
　だが報告書の焦点は療養病床である。報告書は「高
齢化の進展による医療ニーズの増大に対応するため」
には、「療養病床以外でも対応可能な患者」（医療区分
１の患者の70％に相当する者と示唆）を2025年に病床
ではなく「地域包括ケアシステム」で受け止めるよう
求めた。その上で、都道府県間で療養病床の入院受療
率に「地域差」（図２）があることに着目し、これを
2025年までに「相当程度」解消するよう求める。その
ための目標の立て方についてはＡＢＣの３パターンが
示され（表）、都道府県は地域医療構想にＡＢＣの範
囲内で構想区域単位の必要療養病床数を定めるよう求
めた。

自治体と医療者が住民と共に 
わが町の医療構想を示す

　こうした推計方法には、根本的な疑問がある。そも
そも医療需要を見込むのに画一的な数式を採用するの
がふさわしいのか。京都府は国が必要病床数推計にあ
たって、「推定する病床稼働率を全国一律に設定する
など画一的な基準が採用」されているとして、ガイド
ラインの見直しを求めている。そもそも地域が必要と
する医療提供体制の姿は、各々の社会経済状況や人口
動向を反映し、なおかつ住民や関係者の意見に耳を傾
けることなしには導き出せない。
　また、レセプトデータは医療機関にアクセスできた
人たちの実績数値に過ぎず、アクセスできない層の潜
在的な医療ニーズを反映しない。需給見込みに使うに
は不十分なデータである。
　そんな不十分な根拠で病床数を一方的に推計し、財
政抑制圧力をかけて病床削減を迫る。その受け皿であ
る地域包括ケアシステムは、自治体と医療・介護関係
者にまる投げされる。
　こうした国の手法を批判し、自治体と医療者が住民
とともにわが町に必要な医療資源の在り方を示す取り
組みが、今求められている。

※１ 　今回示された「推計結果」は「医療機関所在地ベース」と「患者住所地ベース」の２通りがあ
る。前者は、他府県からの患者の流出入を反映させたものであり、後者は都道府県内で「完結」
することを想定したもの。ここで取り上げた数字は前者に依る。

※２ 　回復期については、回復期リハビリテーション病棟入院料を算定した患者数を「加算」して推
計していると説明されている。

「病床削減」と地域医療構想

 

 

 
 

 

 

 
 

図１ 図２

政策
解説

表 〈３つのパターン〉
パターンＡ：全ての構想区域の入院受療率を全国最小値に
まで低下させる。
パターンＢ：構想区域ごとに入院受療率と全国最小値（県
単位）との差を一定割合解消させることとするが、その
割合については全国最大値（県単位）が全国中央値（県
単位）にまで低下する割合を一律に用いる。

パターンＣ：以下の要件に該当する構想区域については、
上記ＡからＢの範囲内で定めた入院受療率の目標の達成
年次を2025年から2030年とすることができることとす
る。その際、2025年においては、2030年から比例的に
逆算した入院受療率を目標として定めるとともに、2030
年の入院受療率の目標も併せて地域医療構想に定める。
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し
て
い
く
の
か
。
ロ
ボ
ッ
ト
や

人
工
知
能
な
の
か
、
バ
イ
オ
や
医

薬
な
の
か
、
ナ
ノ
テ
ク
や
材
料
工

学
な
の
か
、
デ
ザ
イ
ン
や
知
的
コ

ン
テ
ン
ツ
な
の
か
。
人
口
減
少
や

社
会
保
障
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
円
を
だ
ぶ
つ
か
せ
て
、
規
制
緩

和
す
れ
ば
経
済
が
成
長
す
る
だ
ろ

う
と
い
う
程
度
の
感
覚
で
、
産
業

政
策
を
ろ
く
に
立
案
で
き
て
い
な

い
。
そ
こ
に
こ
そ
研
究
者
の
知
恵

を
結
集
し
て
は
ど
う
か
。

　
人
材
育
成
で
は
、
文
理
両
面
の

一
定
の
素
養
が
求
め
ら
れ
る
。
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
統
計
学
な
ど
は

多
く
の
分
野
で
重
要
だ
。
そ
し
て

問
題
発
見
力
、
批
判
力
、
表
現
能

力
な
ど
を
高
め
な
い
と
い
け
な

い
。
高
校
ま
で
教
育
へ
の
統
制
を

強
め
な
が
ら
、
大
学
に
な
っ
て
急

に
自
分
で
考
え
る
力
を
身
に
つ
け

ろ
と
言
っ
て
も
難
し
い
。

　
理
系
文
系
を
問
わ
ず
、
批
判
精

神
と
大
勢
に
流
さ
れ
な
い
思
考
力

こ
そ
未
来
を
切
り
開
く
の
だ
が
、

「
批
判
大
歓
迎
」
の
度
量
を
今
の

政
府
に
期
待
す
る
の
は
無
理
か
。

文
系
を
あ
れ
こ
れ
言
う
前
に

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
検

査
時
の
対
応
や
遅
れ
は
な
い
。

外
来
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ま
で
約
1
時

間
15
分
経
過
し
て
い
る
が
、
医

療
機
関
と
し
て
は
成
績
の
良
い

方
で
あ
る
。
更
に
手
術
に
関
し

て
も
医
学
的
に
反
論
で
き
る
と

し
て
医
療
過
誤
は
な
い
と
主
張

し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
外
来
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
る
ま

で
約
1
時
間
15
分
を
要
し
て
い

る
が
、
そ
の
間
の
デ
ー
タ
を
は

じ
め
、
カ
ル
テ
記
載
が
殆
ど
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

患
者
が
入
る
ま
で
、
時
間
が
か

か
り
過
ぎ
て
い
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
適
切
な
医
療
を
搬
入
時

に
施
行
し
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

患
者
は
脾
臓
損
傷
の
み
で
あ
っ

た
の
で
、
適
切
な
治
療
が
行
わ

れ
て
い
れ
ば
、
救
命
の
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
医
療
過
誤
が
な

か
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
困

難
と
考
え
ら
れ
た
。

　
な
お
、
カ
ル
テ
は
電
子
化
さ

れ
て
い
る
が
、
極
め
て
確
認
し

難
く
、
入
力
時
間
が
医
療
行
為

時
間
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
形

式
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
改
善
が

求
め
ら
れ
た
。

〈
顛
末
〉

　
医
療
機
関
側
は
あ
く
ま
で
医

療
過
誤
は
な
い
と
主
張
し
続
け

た
が
、
裁
判
上
で
は
や
は
り
不

利
な
様
子
が
窺
わ
れ
、
最
終
的

に
は
裁
判
所
か
ら
和
解
が
勧
告

さ
れ
た
。

　
当
初
、
医
療
機
関
は
判
決

（
勝
訴
）
を
望
ん
で
い
た
が
、

和
解
勧
告
額
が
訴
額
の
1
割
以

下
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終

的
に
は
和
解
に
応
じ
た
。

　
な
お
、
タ
ク
シ
ー
会
社
は
自

賠
責
保
険
か
ら
す
で
に
賠
償
し

て
お
り
、
運
転
手
は
刑
事
罰
を

受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
和
解
金

は
医
療
機
関
の
み
が
支
払
う
結

果
と
な
っ
た
。

交
通
事
故
で
の
救
急
医
療
の

水
準
が
問
わ
れ
た
ケ
ー
ス

京
都
府
の
子
育
て
支
援
医
療
助
成
制
度
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

51

金
融
共
済
委
員
会

（
7
／
22
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
5
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
2
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

「沖島探訪と湖国の小京都・
 近江八幡を巡る」 のご案内

日　時 9月6日（日）
集　合 午前８時37分発に乗車 ※少し余裕をもってお越し下さい。
 ＪＲ京都駅　琵琶湖線・快速長浜行き先頭車両
 　※途中乗車の場合はお申込み時にその旨をお伝え下さい。

 　行程　 京都駅＝ＪＲ＝近江八幡駅＝バス＝堀切港～船10分～沖島港―蓬莱
山（最高峰225ｍ）―沖島港～堀切港＝バス＝鍛冶屋町BS―ロープ
ウェイにて八幡山往復・山頂部周遊（約30分）―下山後に八幡堀界隈
散策―大杉町BS＝バス＝近江八幡駅＝帰京

参加費 無料（交通費自弁）昼食・飲物・雨具などは各自ご用意下さい。
共　催 京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会

第30回 環境ハイキング

日　時 9月5日（土）午後 6 時30分～ 8 時（開場：午後 6 時）
場　所 「ル・クラブ・ジャズ」 （中京区三条御幸町西北角ありもとビル２階　☎075-211-5800）
演　奏 「ギターの魅力」
 寺井 豊（ｇ）　角田 浩（ｐ）　衛藤修治（ｂ）　斎藤洋平（ds）
参加費 会員5,000円、会員外6,000円（先着40人まで）
 （フリードリンク・軽食付）
 ※終了後セッションタイムあり
 　（８時以降セッションタイムの飲食代は各自負担となります）
 　楽器を演奏される方はご持参下さい。
 ※駐車スペースはありませんので公共交通機関をご利用下さい。

ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上どうぞ。

寺井 豊（ｇ）　角田 浩（ｐ）　衛藤修治（ｂ）　斎藤洋平（ds）

お申し込み・お問い合わせは
文化担当まで。

日（土）午後 6 時30分～ 8 時

ジャズを楽しむ会

　環境問題を考えてもらうきっかけにと、2000年９月から連載を
開始した「シリーズ・環境問題を考える」。すでに120回を超える
連載となったことから、このたび１冊の本にまとめました。本紙に
同封し会員各位へお届けしていますので、ぜひご覧下さい。

1冊の本にまとめました！
本紙連載中の「シリーズ・環境問題を考える」

※前日夜の天気予報で京都府南部の降水確率が60％以上の場合は中止

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 8 月 5 日 第 2 9 3 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行
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京
都
実
地
医
家
の
会

第
１
０
５
回
例
会

　
日
　
時　
9
月
12
日
（
土
）

午
後
3
時
30
分
〜

　
場
　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
Ｆ
「
ロ
ー
ズ
」

　
特
別
講
演
1
「
循
環
器
疾
患

の
リ
ス
ク
と
し
て
の
尿
酸
：
尿

酸
値
の
高
い
時
と
低
い
時
の
対

応
」久
留
一
郎
氏（
鳥
取
大
学
大

学
院　
医
学
系
研
究
科　
再
生

医
療
学
分
野
教
授
）、〈
座
長
〉

岩
瀬
知
行
氏（
岩
瀬
医
院
院
長
）

　
特
別
講
演
2
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の

病
態
、
診
断
、
治
療
の
最
近
の

話
題
」
岡
上
武
氏
（
大
阪
府
済

生
会
吹
田
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
長
）、〈
座
長
〉
堀
直
樹
氏

（
堀
医
院
院
長
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
0
7
5
・
9
5

1
・
1
5
0
8　
鈴
木
医
院
）、

帝
人
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
当
日
会

費
1
0
0
0
円
（
当
会
入
会
金

1
0
0
0
円
、年
会
費
不
要
）。

会
終
了
後
に
意
見
交
換
の
場
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
受
講

単
位
：
2
単
位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：
2　
継
続
的
な
学

習
と
臨
床
能
力
の
保
持
、
15　

臨
床
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
、

73　
慢
性
疾
患
・
複
合
疾
患
の

管
理
、
82　
生
活
習
慣

　

市
民
4
0
0
0
人
が
参
加

し
、
衆
院
を
通
過
し
た
安
全
保

障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
抗
議

集
会
が
7
月
18
日
、
円
山
音
楽

堂
で
行
わ
れ
た
。
集
会
後
に
は

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」「
戦

争
法
は
憲
法
違
反
」
と
声
を
上

げ
、
四
条
通
か
ら
河
原
町
通
を

パ
レ
ー
ド
。
戦
争
立
法
Ｎ
Ｏ
！

京
都
ア
ク
シ
ョ
ン
が
主
催
し
た
。

ン
バ
ー
な
ど
が
次
々
と
安
保
法

の
廃
案
を
訴
え
た
。

法
案
反
対
へ
の
賛
同
を

　
安
保
法
案
に
反
対
す
る
医

師
・
医
学
者
ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛

同
を
広
げ
て
い
る
の
で
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
お
り
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で
も
受
け

付
け
て
い
る
。

　
集
会
で
は
各
界
か
ら
の
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
垣
田
さ
ち
子
協

会
理
事
長
が
登
壇
。
法
案
に
反

対
す
る
医
師
・
医
学
者
の
ア

ピ
ー
ル
賛
同
が
1
5
0
人
を
超

え
た
こ
と
を
紹
介
し
、
本
気
で

止
め
よ
う
と
い
う
人
を
広
げ
て

廃
案
に
追
い
込
も
う
と
呼
び
か

け
た
。
歴
代
の
京
都
弁
護
士
会

会
長
や
憲
法
学
者
、
学
生
団
体

「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
関
西
」
の
メ

4000人が怒りの集会
安保法反対

　
社
会
保
障
と
は
国
民
の
生
活
保

障
を
国
家
責
任
で
行
う
政
策
で
、

社
会
保
障
＝
公
助

で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
国
が
す

す
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
保
障

政
策
は
、
い
か
に

国
民
の
負
担
の
増
大
を
ど
う
抑
制

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
目
的

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
安
倍
政
権
の

医
療
改
革
は
、
社
会
保
障
＝
共
助

と
し
て
公
的
責
任
を
い
か
に
縮
小

さ
せ
て
い
く
か
。
そ
し
て
縮
小
さ

せ
た
部
分
に
い
か
に
営
利
産
業
を

組
み
込
ま
せ
、
医
療
の
産
業
化
を

進
め
て
い
く
か
と
い
っ
た
、
本
来

社
会
保
障
が
あ
る
べ
き
姿
を
根
本

か
ら
覆
す
方
向
へ
と
す
す
め
て
い

ま
す
。

『
安
倍
医
療
改
革
と
皆
保
険
体
制

の
解
体
―
成
長
戦
略
が
医
療
保
障

を
堀
崩
す
』
で
は
、
安
倍
医
療
改

革
の
問
題
点
を
し
っ
か
り
と
ら

え
、
真
っ
向
か
ら
批
判
し
て
い
ま

す
。

　
3
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、

第
1
章
で
は
「
皆
保
険
体
制
の
解

体
と
国
保
の
都
道
府
県
化
」、
第

2
章
で
は
「
新
段
階
の
医
療
費
抑

制
策
と
提
供
体
制
の
改
変
」、
第

3
章
で
は
「
成
長
戦
略
と
医
療
の

営
利
産
業
化
」
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
安
倍
政
権
の
政
策
手
法

と
し
て
、
①
都
道
府
県
に
医
療
費

目
標
数
値
を
設
定
さ
せ
る
②
病
床

機
能
報
告
、
地
域
医
療
構
想
に

よ
っ
て
都
道
府
県
が
住
民
へ
の
医

療
提
供
体
制
を
制
限
す
る
③
都
道

府
県
が
保
険
者
と
な
り
、
保
険
者

機
能
の
強
化
を
は
か
る
―
と
い
っ

た
三
つ
の
矢
で
都
道
府
県
自
ら
が

医
療
費
抑
制
策
の
主
体
と
な
っ
て

い
く
こ
と
の
問
題
点
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
、
安
倍
政
権

が
進
め
て
い
る
医
療
費
抑
制
政
策

に
対
し
て
、
診
療
報
酬
に
よ
る
医

療
費
抑
制
と
医
療
提
供
体
制
改
革

に
よ
る
医
療
費
抑
制
、
そ
し
て
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
医
療
の
産
業
化

と
、
私
達
は
こ
れ
ら

三
つ
の
面
に
対
し
て

運
動
を
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
本
書
を
ご
一

読
さ
れ
、
今
進
め
ら
れ
て
い
る
医

療
改
革
、
今
後
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
方
向
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
私
た
ち
が
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
の
一
助
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
西
陣
・
渡
邉 

賢
治
）

「安倍医療改革と　
皆保険体制の解体」
岡﨑祐司・中村暁・横山
壽一・福祉国家構想研究
会 編著／大月書店
（本体1800円＋税）

安
倍
改
革
の
問
題
点
を

し
っ
か
り
と
ら
え
真
っ
向
批
判

「安倍医療改革と　

投
稿
の
お
願
い

　
本
紙
で
は
、
随
時
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ッ
セ
イ
、
書
評
な
ど
（
8

0
0
字
程
度
）、
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
声
を
お
か

け
下
さ
い
。

業
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
無
償
援
助
さ
え
も
現
金
支
給

で
は
な
く
、
日
本
の
プ
ラ
ン
ト

を
購
入
す
る
た
め
に
使
用
す
る

よ
う
用
途
を
指
定
し
た
」
と
い

う
の
だ
。

　
朴
政
権
は
工
業
化
の
た
め
各

分
野
の
外
資
導
入
を
め
ざ
し
て

渉
（
日
韓
会
談
）
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
は
韓
国
軍
の
強
化
と

ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
期
待
し
て
交

渉
成
立
を
促
し
て
い
た
と
い
う

事
情
が
あ
る
。
こ
れ
を
背
景

に
、
朴
政
権
は
K
C
I
A
の

金キ
ム

鐘ジ
ョ
ン
泌ピ

ル

部
長
を
繰
り
返
し
日

本
へ
派
遣
し
、
戦
後
賠
償
額
を

確
定
す
る
た
め
の
駆
け
引
き
を

活
発
化
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
1
9
6
2
年
12
月
10
日
に

行
わ
れ
た
大
平
外
相
と
金
部
長

の
会
談
で
「
無
償
援
助
3
億
ド

ル
、
有
償
援
助
2
億
ド
ル
、
民

間
借
款
3
億
ド
ル
」（
日
経
新

聞
）
で
手
打
ち
が
な
さ
れ
た
。

政
権
基
盤
を
強
化
し
た
い
朴
大

統
領
に
と
っ
て
、
ド
ル
は
喉
か

ら
手
が
出
る
ほ
ど
ほ
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
慰
安
婦
問
題
、
強

制
連
行
、
在
日
朝
鮮
人
の
地
位

な
ど
の
懸
案
事
項
を
棚
上
げ
に

し
て
お
金
の
流
れ
を
定
め
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
背
後
で
動
い
た
の
が
興

韓
化
繊
（
後
の
源
進
レ
ー
ヨ

吉中 丈志（中京西部）

見つめ直そうつめ直そう

20

い
た
。
化
学
繊
維
で
は
ナ
イ
ロ

ン
、
ア
ク
リ
ル
、
ビ
ス
コ
ー
ス

レ
ー
ヨ
ン
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

に
乗
っ
た
プ
ラ
ン
ト
に
件
の
東

レ
の
レ
ー
ヨ
ン
製
造
設
備
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　
終
戦
後
か
ら
継
続
し
て
い
た

日
本
と
韓
国
の
国
交
正
常
化
交

た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。
韓
国

初
の
百
貨
店
と

も
言
わ
れ
る
和

信
デ
パ
ー
ト
の

オ
ー
ナ
ー
で

あ
っ
た
が
、
釈

放
後
、
興
韓
化
繊
を
設
立
し
た

の
で
あ
っ
た
。
政
財
界
に

隠
然
と
し
た
力
を
及
ぼ
し

た
大
物
で
、
日
韓
会
談
と

並
行
し
て
た
び
た
び
訪
日

し
て
い
る
。
後
の
日
韓
協

力
委
員
会
（
1
9
6
8
年

両
国
政
財
界
の
ト
ッ
プ
で

構
成
し
日
本
側
で
は
岸
信

介
氏
ら
）
で
は
委
員
と

な
っ
た
。

　
韓
国
の
文
化
日
報
（
2
0
1

5
年
4
月
3
日
）
は
、
日
本
が

朴
正
煕
政
権
時
代
の
韓
国
経
済

開
発
を
助
け
た
と
い
う
主
張
は

事
実
に
反
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
流
し
た
。
韓
国
が
「
漢
江

の
奇
跡
」
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
「
呼
び
水
」
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
も

の
だ
。
1
9
6
0
年
ま
で
韓
国

に
対
す
る
援
助
の
7
割
は
無
償

援
助
で
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ

か
ら
で
あ
っ
た
。
朴
政
権
（
1

9
6
1
年
ク
ー
デ
タ
ー
に
て
発

足
）
に
よ
る
経
済
開
発
5
カ
年

計
画
後
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
無

償
援
助
が
6
割
以
上
で
あ
っ

た
。
日
韓
請
求
権
協
定
（
1
9

6
5
年
）
で
日
本
が
提
供
し
た

賠
償
金
は
5
億
ド
ル
で
あ
っ
た

が
、
有
償
借
款
が
2
億
ド
ル
に

達
し
て
お
り
、
し
か
も
日
本
企

　
1
9
6
2
年
に
来
日
し
た
際

に
は
2
カ
月
滞
在
し
て
日
本
の

各
界
と
接
触
し
、「
日
本
と
は

国
交
正
常
化
前
で
も
資
本
導
入

を
実
践
」（
3
月
20
日
）
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
と
発
言
し
て

い
た
。
事
実
、
東
レ
の
レ
ー
ヨ

ン
製
造
設
備
の
受
け
渡
し
契
約

仮
調
印
は
そ
の
9
カ
月
後
の
12

月
20
日
に
実
現
し
た
。
大
平
・

金
会
談
の
10
日
後
に
当
た
り
、

お
膳
立
て
が
で
き
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
当
初
の
金
額

は
30
億
円
だ
っ
た
が
、
国
交
正

常
化
前
で
あ
っ
た
た
め
に
ア
メ

ン
）
社
長
の
朴パ

ク
興フ

ン
植シ

ク
で
あ
る
。

韓
国
経
済
界
で
は
抜
き
ん
で
た

親
日
派
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
李
承
晩
政
権
で
は
「
親
日

民
族
反
逆
者
」
と
し
て
逮
捕
、

起
訴
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

入
獄
後
数
時
間
で
米
軍
（
ホ
ッ

ジ
司
令
官
）
に
よ
り
釈
放
さ
れ

政
略
と
賠
償
輸
出

リ
カ
の
商
社
を
間
に
入
れ
て

A
I
D
（
ア
メ
リ
カ
国
際
開

発
庁
）
資
金
を
使
う
こ
と
に

な
っ
た
模
様
で
、
結
局
36
億
円

の
契
約
と
な
っ
た
。
中
村
梧
郎

氏
に
よ
れ
ば
、「
古
い
こ
と
な

の
で
書
類
も
廃
棄
さ
れ
て
い
て

価
格
な
ど
は
分
か
ら
な
い
。
間

に
三
井
物
産
が
入
っ
て
い
て
そ

の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
は

ず
だ
か
ら
、
東
レ
が
受
け
取
っ

た
金
額
は
い
く
ら
な
の
か
…
」

と
東
レ
の
広
報
は
歯
切
れ
が
悪

か
っ
た
そ
う
だ
。

　
中
古
機
械
と
し
て
は
と
て
つ

も
な
く
高
い
が
、
公
金
で
支
払

わ
れ
る
の
だ
か
ら
何
も
心
配
は

な
い
。
米
日
韓
の
政
治
的
思
惑

が
交
錯
す
る
中
で
、
日
韓
賠
償

問
題
の
解
決
が
急
が
れ
、
東
レ

と
朴
興
植
双
方
が
と
も
に
儲
か

る
構
図
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

1
9
6
5
年
12
月
、
韓
国

協
定
批
准
書
を
交
換
す
る

韓
日
外
相
（
聯
合
ニ
ュ
ー

ス
）
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